別記第3号様式（第9条関係）
契約書
下川町長　　　　　　　　（以下「甲」という。）と　　　　　　　　(以下「乙」という。)及び連帯保証人　　　　　　　　（以下「丙」という。）は、下川町多目的宿泊交流施設「アイキャンハウス」（以下「アイキャンハウス」という。）使用に関し、次のとおり契約を締結するものとする。

（契約期間等）

第1条　使用の期間は、下川商業高等学校に在籍する期間とする。

2　 アイキャンハウスに入居するために必要な住所変更の手続きは、乙が行う。

3　 入居者は、甲の指定した委託者が定める管理人の指導に従い生活するものとする。

（使用料等）

第2条　乙は、次により使用料を毎月25日までに指定する口座に振り込むものとする。

⑴　使用料　　夏季間（5月～10月）　　月額　　　　　　　円

冬季間（11月～4月）　　月額　　　　　　　円

⑵　使用方法　郵便振替払込書により下川収入役口座振込

2　 月の途中退去により入居が7日に満たないときは、乙はその月の使用料の納入は要しない。

3　 甲の指定する委託者が徴収することとなる食事料金は、委託者が別に定める覚書による。

（帰省手続）

第3条　入居者が学校の休業日又は学校若しくは入居者の事情により帰省等する場合は、別に定める帰省等届け出に学校長の許可を受け、管理人に提出するものとする。この場合、使用料は減額しない。

（使用の責任）
第4条　入居中に事故等が発生した場合に、甲は次のように対応するが、事後の処理に係る一切の責任は、乙が負うものとする。

⑴　入居者が、病気若しくは事故等により身体に異状があるときは、管理人が医師又は医療機関に相談するなどの適切な処理をとるとともに、乙及び学校長に連絡する。

⑵　入居者が、非行事故等の問題行動を起こしたときは、管理人は甲の指示のもと必要な措置をとるとともに、乙及び学校長に連絡する。

⑶　入居者が、校則に違反するなど学校生活上の教育に関し、困難な問題が生じたとき、又は生じる可能性が明らかなときは、甲、乙及び学校長と協議し、必要な措置をとり、乙に連絡する。

⑷　入居者が、故意又は重大な過失によって不測の事故が発生した場合及び施設設備を損傷した場合は、乙に連絡する。
2　 甲は、前項の対応に関し、一切の損害賠償の責めを負わない。ただし、施設設備の瑕疵、又は管理業務上の過失による事故に起因した場合は、この限りでない。

（契約の解除）

第5条　アイキャンハウスの使用に当たって、次の各号の一に該当するときは、甲、乙及び学校長が協議して契約を解除することができる。

⑴　管理人による規律指導にもかかわらず、入居者の問題行動により使用の継続が困難となったとき。

⑵　使用申請書の記載に偽りがあったとき。

⑶　使用料を3月以上滞納したとき。

⑷　共同生活を継続することが不適当と認めたとき。

⑸　生活規律を著しくみだしたとき。

⑹　その他条例、規則、入居心得等に違反したとき。

（損害賠償）

第6条　乙は、入居者が施設設備等の全部又は一部を故意又は過失によって損傷し、又は滅失したときは、乙の負担において原状に回復するとともに、これによって生じた損害を賠償するものとする。
（連帯保証）

第7条　丙は、この契約による乙の甲に対する債務について、乙と連帯して履行の責めを負うものとする。

2　 乙及び丙は、この契約を締結するに当たって署名捺印し、それぞれの印鑑証明書及び所得証明書を各1通添付しなければならない。

（疑義の決定）

第8条　この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙が協議して決定するものとする。

この契約の締結を証するため、この契約書を3通作成し、甲、乙、丙の三者が各1通を保有する。

平成　　年　　月　　日

甲　上川郡下川町幸町63番地

下川町長　　　　　　　　　　㊞

乙　保護者住所

氏名　　　　　　　　　　㊞
丙　保証人住所

氏名　　　　　　　　　　㊞









